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10 月 18 日にガイドがスタート！！ 

 我孫子の景観を育てる会からの提案を受け

て、教育委員会と協働という形で進めてきた現

地ガイド。市民ガイドのみなさんの力により、

10 月 18 日（水）から現地でのガイドが開始

されました！みなさんにとって、初めてのこと

だらけでしょうか。事務局も生まれたてで、な

かなか行き届かないところもあろうかと思い

ますが、市民ガイドのみなさんと一緒に、これ

から末永く多くの人に愛される旧村川別荘と

していけるよう、一生懸命やっていきたいと思

います。 

 どうぞよろしくお願いいたします。お気づき

のことがありましたら、どんどんご意見や情報

をお寄せください！ 

 
 
１１月の月例会について報告します。 

●11 月のシフトについて 

シフト表の確認を行いました。シフトを組む

にあたっては、これまでのご意見を踏まえて 2

人体制を基本にしましたが、そうすると 1 人あ

たり月に 6 コマとなり多くなってしまうとい

うことがわかりました。 

そこで、土日は必ず 2 人体制を確保し、ご都

合にあわせて 1 人 4 回程度を目安に組みまし

た。その結果、平日は 1 人のコマも生じていま

すが、今月はこのようなシフトでお願いいたし

ます。 

→確認されました。 

 

●12 月のシフトについて 

 シフトの組み方についてみなさんからご意

見をききました。 

・1 人でも見学者対応は可能なので、1 人体制

にしてみたらどうか（多数）。 

・2 人体制だと、お互いに意見交換をしたり、

勉強になることも多く、こうした機会は有益

である（複数）。 

・日誌を見たところ、平日の見学者は少なく、

土日も午前は少ない傾向にある。 

・平日は 1 人体制、土日祝日は 2 人体制とし、

場合によっては午前中は 1 人体制でも可と

するのはどうか。 

→12 月以降は上記のようにしてみましょうと

いうことになりました。また、様子を見つつ状

況にあわせてシフトを調整していきたいと思

います。なお、防犯ブザーを用意して 

ありますので、敷地内にいる管理の 

スタッフには何かあったときには 

わかるようにしてあります。 
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活発な意見交換がされました。 

●見学者からの質問 

・旧村川別荘は市民以外も利用できますか？ 

→ご利用いただけます。文化課までご予約くだ

さい。その際、利用目的、氏名、住所、電話

番号を確認させていただきます。 

・旧村川別荘の時間外の利用はできますか？ 

→現在のところはご利用いただけません。今後、

状況をみながら検討していきます。 

・「ハケの道」ってなんですか？ 

→丘陵山地の片岸の道という意味の言葉です。

特に、関東地方から東北地方にかけてこのよ

うに呼ぶようです。低湿地から斜面に移り変

わる境の道であり、馬の背状と表現される我

孫子の地形の特徴の一つです。 

●ガイドについて 

・どのような姿勢で臨むのがよいのかよくわか

らない。 

（人によってガイドのタイプもいろいろあっ

てよいというご意見が出されました。自分の

知っていることをたくさん話すのではなく、

相手の方の知りたいことを上手に察知して

話すのがよいということです。これから、経

験をつむことによりそのあたりの呼吸も分

かってくるのではというご意見もありまし

た。） 

・使われている窓ガラスが古いものでとても趣

き深い。見学者の方に波打っている手作りの

ガラスの話をすると非常に喜ばれる。ガラス

についての一言メモ的な資料をもらえると、

なお正確なガイドができる。 

（次回の月例会にお示ししたいと思います。） 

 

●旧村川別荘の施設について 

・リーチの椅子は目玉商品。返して 

もらえないだろうか？ 

（貸し出し許可を出している期間中はできま

せんが、かわりに椅子の写真などをパネルに

して置きたいと思います。） 

・入場料をとったらよいという見学者がいた。 

・表門と裏門に出した公開中の看板は非常に良

い。正式なものを早く出してほしい。 

・入り口脇がごみ置き場になっており、見苦し

い。なんとかできないだろうか。 

（クリーンセンターに相談したところ、回収時

間を朝一番にするなどの調整は難しいとの

ことで、ごみ置き場の位置について地元自治

会と相談してみるとのことでした。またご報

告します。） 

・トイレの案内が必要である。 

・母屋と新館の間の説明板に、「新館に資料を

取り揃えています。ぜひお入りください。」

などと表示できると良い。 

・樹木や草花の名札はあった方が良いのでは。 

・閉館時間は 4 時となっているが、10 分くら

い前には閉めている状況がある。 

（管理スタッフの従事時間が 4 時となってい

ることから、さしあたってなるべくぎりぎり

に閉めてもらうようにお願いし、閉館時間を

少しだけ早めるか、管理スタッフの従事時間

を延長するかの対応をしていきたいと思い

ます。） 

・とてもかわいらしいお花が生けてあり、部屋

の雰囲気を明るくしてくれた。 

（ボランティアで提供してくださっています。

ありがとうございます。） 

 

次回は・・・ 

平成 18 年 12 月 6 日（水）午前 9 時から

月例会を行います。また、研修として 12 月

14 日（木）に江戸東京たてもの園へ 

いきます。どうぞご参加ください！ 

 

様々なお知らせや情報などについて、このように便り

を出すことにしました。寄稿やご意見、大歓迎です。 
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紅葉の旧村川別荘へ・・・ 

 

▲母屋庭側 

 ガイドが始まってちょうど 2 ヶ月が経ちま

した。朝夕の冷え込みも厳しく、ガイドのみな

さまには、風邪などお召しになってはいないで

しょうか？ 

 季節の移り変わりは、寒さを運んでくるだけ

でなく、紅葉ももたらしてくれます。やや葉が

落ち気味ではありましたが、今年の旧村川別荘

の紅葉はご覧になられましたか？赤や黄色、橙

色に色づいた葉が別荘に彩りを添え、秋らしい

風情ある趣きを醸し出していました。 

１２月の月例会について報告します。 

●1 月のシフトについて 

シフト表の確認を行いました。シフトを組む

にあたっては、平日と土日の午前は原則として

1 人体制とし、土日の午後は 2 人体制を確保す

る形で組みました。 

→確認されました。 

●2 月のシフトについて 

シフト調整調査票を提出願います。12月27

日（水）までに、新館戸棚内のポストへご投函

ください。 

ますます寒くなりますので、半日単位を守っ

てシフトを組みたいと思います。 

●研修について 

12 月 14 日(木)の研修について、集合場所

等の最終確認を行いました。当初、水道局を集

合・解散場所としていましたが、我孫子駅北口

に変更して実施となりました。研修の報告につ

いては、次号の旧村川別荘だより第３号にて掲

載させていただきます。 

母屋の棚にしまわれていた額について 

11 月の月例会のときにガイドさんよりご質

問をいただき調べてみましたが・・・。 

●読み方 

「またまたいちらく」と読みます。意味は？

よく分かりません。中国の故事などにちなんだ

ものでしょうか？どなたか教えてください。 

●関係すること？ 

「亦復一楽」と聞いて思い出されるものとし

て、江戸時代後期の芸術家である田
た

能村
の む ら

竹田
ちくでん

が

中国南画の影響を受けて描いた｢亦復一楽帖
またまたいちらくじょう

｣

（画集、重要文化財）があります。 

田能村は豊後大分の生まれで多くの弟子を

持ちましたので、この額は、田能村の弟子筋と 
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関係があるのかもしれません。 

●書いた人は？ 

揮毫
き ご う

者は「黄檗帰元
おうばくきげん

（または帰无
き む

）」とあり

ます。「黄檗」とは、禅宗の一派「黄檗宗」の

僧侶であることを意味しているのかもしれま

せん。黄檗宗の僧侶は中国から入る文化芸術の

普及者としての役割も果たしましたので、想像

をたくましくすれば田能村一派との関係があ

ったのかもしれませんね。 

●由来は？ 

村川家に問い合わせたところ「よく分からな

いのです」とのことでした。堅固先生は家から

程近い護国寺のあたりにひいきの古物商があ

りよく古いものを買ってきて家族を困らせ

た？とのことです。人間村川堅固を示すエピソ

ードになりそうですね。もともとは新館の入っ

て右側の床の間脇にあったそうです。 

→何かガイドさんで把握された情報がありま

したら、ぜひお知らせください。現在は、もと

あったという新館の床の間脇に移しました。説

明パネルも作成し設置する予定です。 

そのほか活発な意見交換がされました。 

・このごろ良く訊かれるのだが、建物の全てが当

時のままなのだろうか？ 

（新館の玄関は、堅太郎先生が平成のはじめ頃、

改修時に新しくしているほかは、ほとんど当時

のままです。寝室のクロスや、新館入り口のコ

ンクリートたたき、そのほかまた調べて皆さん

にお知らせしていきます。） 

・先月は文化財審議会の方がこちらへ来ていらっ

しゃったようだが・・・？ 

（年度内を目標に、市指定の文化財にしようとい

う方向で進めています。その事前調査のために

審議委員の方々に来ていただきました。） 

・この肘掛窓のある部屋がやはり見るもののメイ

ンで、部屋の利用をしている団体があるときに

は断って入室し見学しているのだが、やはりゆ

っくり見ることはできない。 

・利用の最初に「見学者の方が来たら入らせても

らえますか？」と事前に言っておくとスムーズ 

である。 

・寝室であったところも当時のようなしつらえ

に復元をして、施設そのものを見学専用にす

るという方法もあるのではないか。 

・こうした施設はやはりただ見るだけではなく、

使われてこそ生きると思うので、見学専用に

はしないほうがよいのでは。 

（来年度に向けて利用形態を再検討します。例

えば、奥の部屋を会議スペースとしてもう少

し多くの人数が収容できるようにし、手前の

部屋はしつらえを整えて見学が常にできる

ようにするなど、またご意見を伺っていきた

いと思います。） 

・そのうちガイド候補第２期生を募集して、ど

んどんこの活動を広めていきたい。 

・建物を見にくる方がほとんどだが、庭も見て

もらえるよう工夫していきたい。 

連絡事項がありました。 

・灯油については、開館中は新館裏口の外側に

おいてあり、閉館時に管理スタッフが中にし

まいます。 

・新館玄関外の“はぜの木”はかぶれることが

ありますので、ご注意ください。 

・旧村川別荘のパネル展示を各地区近隣センタ

ーなどで順次開催しています(12月 16日か

らは近隣センターこもれびにて)。 

▼母屋南側 

 

次回は・・・ 

平成 1９年１月７日（日）午前 9 時から月例

会を行います。12 月の月例会でお話でき 

なかった窓ガラスについても取り上げたい 

と考えています。御出席ください（＾＾）。 
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年が明けました。 

新しい年となりました。みなさま、いかがお迎

えでいらっしゃいますでしょうか。昨年度はこの

ガイドの誕生の年でした。今年は、１歳を迎える

年としてまた１歩を踏み出して生きたいと思い

ます。どうぞ、本年もよろしくお願い申し上げま

す。 

12 月 14 日に研修会が開催されました。 

 

▲研修風景 

 第１回の研修は東京都小金井市にある「江戸東

京たてもの園」に行きました。我孫子から車で約

２時間、緑あふれる広大な敷地には江戸の武家屋

敷から昭和の町屋・邸宅のさまざまな建物が保存

されています。園内を案内していただくボランテ

ィアガイドさんに１時間あまりのガイドをして

いただいた後、各自気に入った建物に戻って、建

物にいらっしゃるガイドさんのお話に耳を傾け

ました。建物にそれぞれの歴史といわくがあり、

奥の深さに感銘を覚えました。ただ、旧村川別荘

と違って移築復元されたものなので、建物を取り

囲む街や自然の雰囲気と切り離されてしまって

いるのが残念でした。逆に景色が変わってしまっ

ているとはいえ、手賀沼べりにあり続ける旧村川

別荘のすばらしさが実感できました。行くたびに

発見のあるたてもの園、まだの方は必見です！ 

＜たてもの園の感想＞ 

・非常に広大だった。 

・表千家の庇護者である三井家の建物は特に興味

を持って拝見しました。建物は建物だけでなく、

その建物の建っていた環境景色も全て含めての

“贅沢”さが本来であったのだろうなあと思いま

した。 

・ガイドは 200 人と聞いてびっくり！ 

・ガイドに織り込まれるお話も、宮崎駿のことだ

とかいま生きている身近なエピソードをお話さ

れていて、さすがと思いました。 

1 月の月例会が開催されました。 

１月７日（日）に１月の月例会が開催されまし

た。シフトの確認と窓ガラスについて、そして意

見交換がなされました。以下に報告します。 

●２月のシフトについて 

シフト表の確認を行いました。 

→確認されました。 

●３月のシフト調整調査票について 

１月２５日（木）までにいつものポストへご投

函ください。ファックスやメールでも結構です。 

窓ガラスについての一口メモ 

旧村川別荘で使われている窓ガラスは、すこし

窓の向こうの像が歪んで見える、ちょっとメラン

コリックな情緒ある雰囲気を醸し出しています。

ガラスが均一・平滑でなく波打っていることなど

からそのように見えます。 
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 旧村川別荘で使われている窓ガラスは、取り替

えられたような形跡やお話はないことから、 

おそらく新館が建築された昭和初期(1920 年代

後半）以前のものと推察されます。 

この時期は、手（機械）吹き円筒法（ガラス

原材料を加熱し熔かしながら膨らませて筒を作

り、その筒を切り開いて伸ばして板状にする製造

法）と呼ばれる工法から垂直引き上げ法（ガラス

原材料を加熱して熔かし、表面張力を利用して垂

直の板状にして引き上げる製造法）という工法へ

の移行時期でした。 

当時の大手ガラス製造会社である旭硝子では

ベルギー式の円筒法による生産を、日本板硝子で

はコルバーン式の垂直引き上げ法による生産を

それぞれ行っていました。ガラスの現物を見て判

断できるような鑑識眼がないので状況判断なの

ですが、旧村川別荘の窓ガラスは、歪みがより少

ないこと、垂直引き上げ法の痕跡かと思われる筋

などが見られることから、垂直引き上げ法による

板ガラスではないかと考えています。 

より詳しい情報などありましたら、 

ぜひお教えください。 

そのほか活発な意見交換がされました。 

・１６時閉館としていることと、閉館の実際の取

り掛かりはそれより前になってしまいます。５

分前などのぎりぎりに来た方には、４時には閉

まりますのでとお話した上で、外観をご覧いた

だいて外でのガイドをしたことがありますが。 

（管理の方との契約が１６時までとなっていて、

閉めるには少し時間がかかるため、１０分ほど

前から雨戸を閉めたり片づけをしたりという

ことになっているようです。すぐに契約を切り

替えるということが予算の関係上も困難です

ので、３月まではいまおっしゃっていただいた

ような対応をしていただいて、４月以降につい

ては管理の契約を４時半までにするなど、少し

余裕をとるか、入場は３時半（または３時４５

分）までという仕組みにするか、いずれにして

も閉めるための時間を確保するようにしたい

と思います。） 

・市内の史跡について説明しているパンフレット

はないのでしょうか？有償でも無償でも。ご案

内できるとよいかなと思いました。 

・『我孫子の史跡を訪ねる』というがあります。

作られたのが結構古いのですが。有償で私が買

った当時５００円です。あとは無償のガイドマ

ップですね。 

（現在１冊９００円です。市の行政情報資料室や

文化課、市内の書店で入手できます。） 

・園路についてですが、ここに友人を連れてきた

いと考えたりしても石段や傾斜の竹の階段が

危なくて、万が一転んで骨折でもしたらとなか

なか積極的に誘えません。もともとのままでと

いうのも分かるのですが、もう少し安全なほう

がよいと思います。 

・見学者と部屋の利用者との共存についてですが、

利用しているグループによってはやはり活動

中に入らせてもらうのが非常に困難な場合が

あります。部屋の利用予約の時には、説明をし

て可能な限り奥の部屋をお使いいただくよう

促し、手前側の部屋を使われる場合には見学者

が活動中に入ることを了承していただくよう

にしてほしいのですが。 

（利用の方々は、１年以上前から年度のスケジュ

ールで予約を取られている方が多いので、そう

したケースの場合には新年度からということ

になりますが、今後の新たな予約の場合にはそ

のようにしていきます。） 

連絡事項です。 

・新館トイレの洗浄のレバーは古くなっておりば

ねが利かないため元に戻りにくくなっていま

す。きちんと最後に元に戻った状態にならない

と、水が流れたままになります。お気をつけく

ださい。 

・お茶のセットを母屋の台所に用意しました。や

りやすいように新館に持ってきてもよし、母屋

において使ってもよし・・・どうぞご遠慮なく

お使いください。茶器は村川家より頂いたもの

です。このような形で役立てることができたら

とてもよいと思います。 

☆財前さんが寄贈してくだ

さいました！ありがとうご

ざいます。村川堅太郎先生

が筆頭監修者になっていま

す。新館に置きます。  → 

次回は・・・ 

平成1９年2月１日（木）

午前9時から旧村川別荘新

館にて月例会を行います。如月…“着更着” 

で暖かくして御出席ください(＾ )^。 
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朝日新聞に掲載されました。 

1 月 30 日（火）付け朝日新聞の朝刊に旧村川

別荘ガイドさんの記事が掲載されました！ご覧

になられた方も多かったかと思います。景観を育

てる会の吉澤さんに朝日新聞よりお声がかかり、

1 月 24 日（水）の午後に取材が行われました。

平日でしかも水曜日というお客様の少ない

日・・・と心配をしていましたが、ちょうど 4

名の素敵な女性たちが訪れたところで、この日の

お当番の小沢さんがガイドをしているところを

激写！！という感じで、タイミングも良かったよ

うです。小沢さん、おつかれさまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ちなみに、新聞に載るようなことをあまり想

定していなかったので、30 日は朝から文化課の

電話が鳴りっぱなし・・・とまではいきませんで

したが、その日だけでも 30 本くらいはあったの

ではないでしょうか？次の公開日である 31 日

の水曜日には 80 名近く（平日なのに記録的満員

御礼です！）のお客様がお越しくださいました。 

また、土曜日、日曜日にはさらに多くのお客様

をお迎えすることとなり、お当番に当たられた方

には大変忙しい思いをさせてしまいました。飛び

入りでお手伝いくださった荒井さん、本当に感謝

です。 

２月の月例会が開催されました。 

２月１日（木）に２月の月例会が開催されまし

た。シフトの確認と扇型の色紙に書かれた和歌に

ついて、そして意見交換がなされました。以下に

報告します。 

●３月のシフトについて 

シフト表の確認を行いました。 

→確認されました。 

●４月のシフト調整調査票について 

２月２５日（日）までにいつものポストへご投

函ください。ファックスやメールでも結構です。 

扇型の色紙に書かれた和歌について 

旧村川別荘の母屋和室には、中島廣足の和歌が

書かれています。１ヶ月ほど前に、この和歌２首

について、ガイドの瀬戸さんから「どちらの歌も

一文字読んでいない文字があるみたいです。こう

読むのではないでしょうか？」とご指摘をいただ

きました。ありがとうございます。 

これが一つ目の卯の花の歌ですが・・・。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

この赤字のところが誤っていた部分。 

平成 19 年 2 月 9 日発行 

旧村川別荘市民ガイド事務局 

我孫子市教育委員会 文化課 

歴史文化財担当：岡村、辻、工藤 

〒270-1166 

我孫子市我孫子 1684 番地 

TEL：04-7185-1５83（直通） 

E-mail:bunka@city.abiko.chiba.jp 
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万葉仮名風に書くとこのような感じでしょう

か、『宇能花農／庭之呂多部尓／左起美知天／於乃可

青葉毛／雪能志多／久佐』。簡単な解釈もつけまし

た。『卯の花が庭一杯に白く咲き満ちている。その白

さがまるで雪のようで、卯の花自身の青葉が雪の下か

ら草がのぞいているように見えることよ。』というこ

とです。 

もう１首についても、律儀にもやはり１字落として

いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万葉仮名風に書くと『以止比川留／故ヽ呂也空

仁／加与比介舞／月越与記天者／過流雲／可那』。

解釈は『厭わしく思っていたら心中が夜空に通じ

たらしい。美しい月を避けるように過ぎていく雲

であるよ・・・。』ということです。ガイドの中

でお役立ていただければうれしいです。 

また何かお気づきのことがありましたら、ご提

言ください。 

そのほか活発な意見交換がされました。 

・まれに何かの具合で遅れたりして午前と午後の

引継ぎが力切な場合があるので、そんなときは

日誌やそのほかの資料、箱については必ず元の

物入れの中に戻すことを約束事にしませんか。 

（当番が終わったら原則は戻すということで、次

の人と会えた場合には引き継ぐということに

統一します。ご協力を。） 

・新パンフレットができ

ました。とりあえず現

在２０００部刷ったと

ころです。 

・パンフレットは各公共

施設とほかにも道の駅

とか白樺文学館など近

辺の主だったところに

もおいた方が良いと思います。 

連絡事項です。 

・２月２５日（日）の午前中は、ちば観光キャン

ペーンの一環として文化課主催の散策を行い

ます。『白樺派の足跡を巡る』と題して３時間

ほどのコースを歩きます。もちろん、旧村川別

荘もポイントのひとつにしています。 

・同様に３月２４日（土）、４月２９日（日）も

実施予定です。 

・４月１４日（土）は、ＪＲ東日本が主催する駅

からハイキングが我孫子駅からのルートで行

われます。旧村川別荘もコースの見所として入

れてもらっています。この日にはやはりお客様

が相当多いと思われますので、普段よりも手厚

くシフトを組みたいと考えています。どうぞご

協力ください。 

・４月１５日（日）は、村川堅固先生、堅太郎先

生について、また旧村川別荘についての理解を

さらに深めていこう、市民の方々にもさらに知

ってもらおうということで、アビスタで講演を

行う予定です。追って詳細をお知らせしていき

ますので、ご協力をお願いいたします。 

次回は・・・ 

平成 1９年３月１日（木）午前 9 時半から旧

村川別荘新館にて月例会を行います(＾ )^。 

月例会の今後の開催ですが、２月の月例会で話し

合い、毎月１日で固定しようということになりま

した。あらかじめ分かっているほうが覚えやすい

し都合もつけやすいということです。 

３月以降は曜日にかかわらず毎月１日の９時半

から月例会を行うこととしました。どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆中野さんが

活けてくださ

いました。立

春を迎え、な

んだか心も弾

むようです。

（吉澤さん 

撮影） 
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アイディア、寄稿を募集します。 

この旧村川別荘だよりに載せたいこと、 

載せたい絵や写真、記事、アイディアなど 

募集します。事務局までどうぞ。 
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